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プロジェクトの全体構成 
ア 小児・若年者の携帯電話端末使用と脳腫瘍リスクに関す

る症例対照研究の実施（Mobi-Kids Japan） 

イ 小児・若年者の携帯電話端末使用のばく露評価 

① SMPを用いた妥当性評価研究 

② 携帯電話端末使用時のＳＡＲ分布に基づく頭蓋内のばく露評価 

③ 携帯電話端末使用時の低周波磁界へのばく露評価 

ウ コホート追跡調査による小児・若年者の携帯電話端末の

使用状況の把握 









③ 携帯電話端末使用時の低周波磁界へのばく露評価 
• 携帯電話端末を使用するとき、高周波電磁界だけでなく、バッテリーを流れる電流

によって発生する低周波磁界にもばく露される。このばく露レベルを明らかにする 

イ 小児・若年者の携帯電話端末使用のばく露評価 

 第3世代の端末では、通話時間の95%を占める5dBm以下の送信電力の時には、低周波磁界
がほとんど発生しない。 

 5dBm以上の電力では、無視できない低周波磁界が発生する。送信電力が極端に変わるケー
スではそれに伴う磁界の変動も観察されるが、第2世代のTDMA方式に比べて小さい 


